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彙 報

彙 報 昭和６１年 １月～
昭和６１年 ３月

人 事異 動

　 （教育職）　　　　（昇　任）

　１月１６日　第一研究部助教授　須藤　健一一

　　　　　　（第四研究部助手）
　　　　　　　　　（停年退職）

　 ３月３１日　第四研究部教授　　加藤　九柞

　　　　　　　　　（任期満了）

　 ３月３１日　筑波大学・第一研究部併任教授
　　　　　　　　　　　　　　宮田　　登

シンポジウム

◎ 「現代日本文化における伝統と変容」シン
ポジウム　都市のフォークロア

日時　昭和６１年１月２２日 （水）－２４日 （金）

場所　国立民族学博物館

摘要　本館では 「現代日本文化における伝統
　　　と変容」をテーマに特別研究を行って

　　　きたが，今年度 （第４回）のシンポジ
　　　ゥムにおいては， 『都市のフォークロ

　　　ア』と題して， 「都市習俗の変わるも
　　　の （＝変容）と変わらざるもの （＝伝

　　　統）とのダイナミックス」を追究する。
　　　このテーマのねらいは，近代日本 （１６
　　　世紀後半より以降）を視野のうちおさ
　　　めながら，現代日本 （つまり２０世紀）

　　　における都市の生活文化の変化を正面
　　　にすえて，さまざまな角度から検討を

　　　 くわえてみようとするところにある。

シンポジウム委員会

　　井上 忠司　甲南大学教授 ・国立民族学

　　 （委員長）　 博物館第一研究部 （客員教
　　　　　　　 官）

　　端　　信行　国立民族学博物館第三研究
　　　　　　　 部助教授

　　小山　修三　国立民族学博物館第四研究
　　　　　　　 部助教授

　　中牧　弘允　国立民族学博物館第一研究
　　　　　　　 部助教授

　　水口　　修 国立民族学博物館管理部庶

　　　　　　　 務課共同利用係長

　　名輪　智子　 「伝統と変容」事務局

　 報告者

　　石森　秀三　国立民族学博物館

　　井上　章一　京都大学

　　井上　忠司　甲南大学 （民博客員教官）

　梅棹 　忠夫　国立民族学博物館

　 小川　　了　国立民族学博物館

　 杉田　繁治　国立民族学博物館

　 園田　英弘　国立民族学博物館

　 薗田　　稔　国学院大学

　 大丸　　弘　国立民族学博物館

　 高田　公理 愛知学泉大学

　 谷　　直樹　大阪市立大学

　 中牧　弘允　国立民族学博物館

　 波平恵美子　九州芸術工科大学

　 鳴海　邦碩　大阪大学

　 疋田　正博　㈱シィー ・デｎ－・アイ

　 芳井　敬郎　花園大学

討論参加者

　 氏家　幹人　内閣文庫

　 大塚　和夫　国立民族学博物館

　 栗田　靖之　国立民族学博物館

　 小山　修三　国立民族学博物館

　 祖父江孝男　放送大学

　 竹村　卓二　国立民族学博物館

　 端　　信行　国立民族学博物館

　 松山　利夫　国立民族学博物館

　 森田　恒之　国立民族学博物館

　 米山 俊直 京都大学

日　程

１月２２日（水）

１０：３０　 （司会　竹村　卓二）

　　　　 あいさつにかえて　　梅悼 忠夫

　　　　 問題提起 ：都市のフォークロア

　　　　　　　　　　　　　　井上　忠司

　　　　１　都市生活のリズム

　　　 〈人生の節目〉（司会　端　　信行）

　１３：１５　 伝統的子供文化の再生 ：誕生日

　　　　　　　　　　　　　　小川　　了

　　　　 都市生活における危機と「厄年」

　　　　　の習俗　　　　　　　波平恵美子

　　　 〈都市の歳時記〉（司会 大塚　和夫）

　１５：３０　 演出された季節感一夏の女
　　　　　　　　　　　　　　井上 章一

　　　　 生活のなかの宗教　　中牧　弘允

１月２３日（木）

　　　　〈祭りとイベント〉（司会　松山利夫）

　１０：００　 祭の変容構造一祇園祭鯉山を例と
　　　　　して　　　　　　　 杉田　繁治

　　　　 祭とマチ文化　　　　薗田　　稔

　　　　　　　　　　　　　　　　　 ３４５



　　　　∬　都市生活のドラマ

　　　 〈「まち」の社交〉（司会　祖父江孝男）

　１３：１５　 “着る・飾る”をめぐる２０才の虚像

　　　　　　　　　　　　　　大丸　　弘

　　　　 社交の場としての銭湯・風呂屋

　　　　　　　　　　　　　　谷　　直樹

　　　 〈盛り場文化〉（司会　小山　修三）

　１５：３０　 都市の盛り場一浅草から渋谷まで

　　　　　　　　　　　　　　高田　公理

　１７：３０　 ターミナル文化はあるか
　　　　　　　　　　　　　　園田　英弘

２ノヨ２４日（金）

　　　　皿　都市生活のデザイン

　　　 〈余暇のデザイン〉（司会 森田恒之）

　１０：００　 「休みの日」のデザイン

　　　　　　　　　　　　　　芳井 敬郎

　１２：００　 ホテルの文化史　　　疋田　正博

　　　 〈暮らしのデザイン〉

　　　　　　　　　　　（司会 栗田靖之）

　１３：１５　 都市と独り者　　　　石森 秀三

　　　　 除去 ・分離装置系としての都市

　　　　　　　　　　　　　　鳴海 邦碩

　１５：３０　 総括討論　　　　　　井上 忠司

◎日本民族文化の源流の比較研究シンポジウ
ム粗

　 『狩りと漁撈』

日時　昭和６ユ年２月５日（水）～２月８日（土）

場所　国立民族学博物館

摘要　この特別研究は，日本民族文化の形成

　　　・発展の道筋を考える上で提起される

　　　様々の問題を，周辺民族との比較を通

　　　じて，遠心的 ・求心的に研究しようと

　　　する１０年計画のプロジェクトである。

　　　 本年度は，狩りと漁撈をテーマとし

　　　て，民族学のみならず，動物生態学，

　　　先史学，自然人類学，栄養学，歴史学，

　　　民俗学といった多彩な分野における研

　　　究者の参加を得て，自然・文化の両面

　　　からの相互討論をもくろんだ。

シンポジウム実行委員会

　　小山　修三　国立民族学博物館第四研究

　　 （委員長）　 部助教授

　　秋道　智彌　国立民族学博物館第二研究

　　　　　　　 部助手

　　佐々木史郎　国立民族学博物館第一研究

３４６
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　　　　　　　 部助手

　　松山　利夫　国立民族学博物館第一研究

　　　　　　　 部助教授

　 水口　　修 国立民族学博物館管理部共

　　　　　　　 同利用係長

　　由井紀久子　 『源流』事務局

参加者

　報告者

　　秋道　智彌　国立民族学博物館

　　東　　　滋　京都大学霊長類研究所

　 石川純一郎　常葉学園短期大学

　　大林　太良　東京大学教養学部

　　小池　裕子　埼玉大学教養学部

　　河内まき子 東京大学理学部

　　五島　淑子　山口大学教育学部

　　小山　修三　国立民族学博物館

　　佐 木々史郎　国立民族学博物館

　　田中　　淡 京都大学人文科学研究所

　　千葉　徳爾　明治大学文学部

　討論者

　　赤澤 　威 東京大学総合研究資料館

　 石川　榮吉 東京都立大学人文学部

　　梅悼　忠夫　国立民族学博物館

　　Ｃ．Ｍ．　Ａｉｋｅｎｓ オレゴン大学

　　大泰司紀之　北海道大学歯学部

　　大塚柳太郎　東京大学医学部

　　川那部浩哉　京都大学理学部

　　小林　達雄　国学院大学文学部

　　佐 木々高明　国立民族学博物館

　　佐原　　真　奈良国立文化財研究所

　　周　　達生　国立民族学博物館

　　宋　　文薫　筑波大学歴史人類学系

　　福井　勝義　国立民族学博物館

　　福田　栄治　京都府立総合資料館

　　松山　利夫　国立民族学博物館

日　程

２月５日（水）

　１３：３０　　（座長　佐々木高明）

　　　　 館長挨拶　　　　　　梅棹　忠夫

　　　　 問題提起　　　　　　小山　修三

　１５：１５　 （座長 福井　勝義）

　　　　 資源一１

　　　　　 陸上狩猟獣の資源量

　　　　　　　　　　　　　 東　　　滋
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２月６日（木）

１０：００　 （座長　赤澤　　威）

　　　　 資源一２

　　　　　 水産資源の伝統的管理と保護一
　　　　　 狩猟との関連で一

　　　　　　　　　　　　　　秋道　智彌

１２：３０　　（座長　佐々木高明）

　　　　 中国
　　　　　 古代中国の狩猟について

　　　　　　　　　　　　　　田中　　淡
１４：１５　　（座長　大林　太良）

　　　　 北アジァ

　　　　　 北海道，サハリン，アムール川

　　　　　 下流域における毛皮及び皮革利
　　　　　 用について　　　　佐々木史郎

１６：００　　（座長　小山　修三）

　　　　 討論　１

２月７日（金）

１０：００　　（座長　佐々木高明）

　　　　 先史

　　　　　 日本列島における先史時代の狩
　　　　　 猟活動一特にパレオバイオマス

　　　　　 分析と捕獲率について一
　　　　　　　　　　　　　　小池　裕子

１２：３０　　（座長　小山　修三）

　　　　 歴史
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 かりくら
　　　　　 中世・近世における狩座と狩猟

　　　　　 信仰　　　　　　 石川純一郎

１４：１５　　（座長　秋道　智彌）

　　　　 形質

　　　　　 身長の地域差は何を意味するか

　　　　　　　　　　　　　　河内まき子

１６；００　　（座長　松山　利夫）

　　　　 栄養
　　　　　 食糧と栄養一肉食と魚食をめぐ

　　　　　 って一　　　　　 五島　淑子

２月８日（土）

１０：００　　（座長　福井　勝義）

　　　　 文化一１

　　　　　 日本の狩猟者とその行動一とく
　　　　　 に農耕とのかかわりについて一

　　　　　　　　　　　　　　千葉　徳爾

１２：３０　　（座長　佐 木々高明）

　　　　 文化一２

　　　　　 日本の狩猟 ・漁撈の系統一信仰
　　　　　　・儀礼などから見た一

　　　　　　　　　　　　　　大林 太良

　１４：１５　　（座長　小山　修三）

　　　　 討論　ＩＩＩ

◎ 「近代世界における日本文明」

　一経済機構の比較文明学一

日時　昭和６１年３月１７日 （月）－２４日 （月）

場所　国立民族学博物館，東洋紡績総合研究
　　　所求是荘

摘要 谷口国際シンポジウム文明学部門は，
　　　 「近代世界における日本文明」という

　　　大きなテーマのもとで，文明学という
　　　薪しい研究領域の開拓に着手してきた。

　　　今回のテーマは，　「経済機構の比較文
　　　明学」とする。今日，日本の経済 （活
　　　動）は世界の注目を集めるところであ

　　　るが，それがどのような歴史過程によ

　　　って形成されたのかを，世界の諸文明
　　　の経済機構と比較することによって明

　　　らかにすることが，今回のテーマの目
　　　的である。

組織委員会

　　梅棹　忠夫　国立民族学博物館長

　　 （委員長）

　　竹村　卓二　国立民族学博物館第一研究

　　　　　　　 部長

　　佐々木高明　国立民族学博物館第二研究

　　　　　　　 部長

　　伊藤　幹治　国立民族学博物館第三研究

　　　　　　　 部長

　　加藤 九柞　国立民族学博物館第四研究

　　　　　　　 部長

　　杉本　尚次　国立民族学博物館第五研究

　　　　　　　 部長

　　秦 明夫 国立民族学博物館管理部長

専門委員

　　ハルミ・ベフ　スタンフォード大学教授
　　ヨー・ぜフ・クライナー

　　　　　　　ボン大学日本文化研究所長

実行委員会

　　端　　信行　国立民族学博物館第三研究

　　 （委員長）　 部助教授

　　須藤　健一　国立民族学博物館第一研究

　　　　　　　 部助教授

　　松山　利夫　国立民族学博物館第一研究

　　　　　　　 部助教授

　　栗田　靖之　国立民族学博物館第二研究

　　　　　　　 部助教授

　　　　　　　　　　　　　　　　　 ３４７



　　石森　秀三　国立民族学博物館第四研究

　　　　　　　 部助教授

　　永ノ尾信悟　国立民族学博物館第二研究

　　　　　　　 部助手

　　磯村　　紘　国立民族学博物館庶務課長

　　湯浅　叡子　財団法人千里文化財団専務

　　　　　　　 理事

　　宇治日出二郎　財団法人千里文化財団事

　　　　　　　 業部長

参加者

　　ハルミ・ベフ　 スタンフォー ド大学

　　ロ ドニー・クラーク　テクニカル ・チェ

　　　　　　　 ンジ ・センター

　　ジャー二・フォデラ　 ミラノ大学

　　マーク・ブリュイン　カリフォルニア州

　　　　　　　 立大学

　　ヨーゼフ・クライナー　ボン大学日本文

　　　　　　　 化研究所

　　 トーマス・リフソン　ハーバー ド大学

　　呉　　鍾錫　釜山大学校商科大学

　　石森 秀三　国立民族学博物館

　　梅悼　忠夫　国立民族学博物館

　　作道洋太郎　大阪大学

　　重松　伸司　名古屋大学

　　鈴木　智夫　岐阜薬科大学

　　端　　信行　国立民族学博物館

日　程

３月１７日（月）　 （千里新阪急ホテル）

　１７：００ 受付

３、目１８日（火）　（国立民族学博物館）

　１０：００　開会式　自己紹介（司会 端　信行）

　１０：３０　基調講演　梅棹　忠夫 （代理説明）

セッション１・２ （座長　ハル ミ・ベフ）

　１３＝００ ジャー 二・フォデ ラ　「Ｅｃｏｎｏｍｉｃ

　　　　 Ｉｎｓｔｉｔｕｔｉｏｎｓ　ａｎｄ　Ｓｏｃｉａｌ　Ｃｈａｒａｃｔｅｒ－

　　　　 ｉｓｔｉｃｓ　Ｆａｖｏｕｒｉｎｇ　Ｅｃｏｎｏｍｉｃ　Ｇｒｏｗｔｈ

　　　　 ａｎｄ　Ｄｅｖｅｌｏｐｍｅｎｔ－Ａ　ｃｏｍｐａｒａｔｉｖｅ

　　　　 ａｐｐｒｏａｃｈ」

　１４：００ 討論

　１５：１５　作道洋太郎　「現代日本経済の原像

　　　　 を求めて一豪商と財閥の文明史」

　１６：１５ 討論

３　ＪＩ　１９Ｈ（水）　（国立民族学博物館）

３４８

国立民族学博物館研究報告　 １１巻１号

セ ッ シ ョ ン ３ （座 長 石 森 　 秀三 ）

　 １０：００　 １コ ドニ ー ・ク ラー ク 「Ｂｕｓｉｎｅｓｓ　Ｉｎ－

　 　 　 　 ｆｏｒｍａｔｉｏｎ　ａｎｄ　Ｂｕｓｉｎｅｓｓ　Ｖａｌｕｅｓ

　 　 　 　 － Ａ Ｃｏｍｐａｒａｔｉｖｅ　Ｖｉｅｗ」

　 １１：００ 討 論

セ ッシ ョン ４ （座 長 　重 松 　伸 司）

　 １３：００　マ ー ク ・ブ リュ イ ン 「Ｔｈｅ　Ｍｏｄｅｒｎ

　 　 　 　 Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎ　ａｎｄ　ｔｈｅ　Ｅｎｔｅｒｐｒｉｓｅ

　 　 　 　 Ｓｙｓｔｅｌｎ　ｉｎ　Ｊａｐａｎ」

　 １４：００ 討 論

セ ッシ ョン ５ （座 長 　 鈴木 　智 夫 ）

　 １５：１５　 トー マ ス ・ リ フ ソ ン　「Ｅｃｏｎｏｍｉｃ

　 　 　 　 Ｉｎｓｔｉｔｕｔｉｏｎａｌ　Ｆｏｒｍｓ：　 Ｍ ａｄｅ　ｉｎ

　 　 　 　 Ｊａｐａｎ」

　 １６：１５ 討 論

３月 ２０日（木 ）　 （国立 民 族 学 博物 館 ）

セ ッシ ョン ６ （座 長 　 ジ ャー 二 ・フ ォデ ラ）

　 １０：００ 端 　信 行 「経 済機 構 と社 会 機構 」

　 １１：００ 討 論

セ ッシ ョン ７ （座 長 　作 道 洋太 郎 ）

　 １３：００ 呉 　鍾 錫 「韓 国 経 済 の 文 化 的展

　 　 　 　 望」

　 １４：００ 討 論

３月 ２２日 （土 ）　 （求 是 荘 ）

　 セ ッシ ョン ８ ・９

　 　 　 　 　 （座 長 　 ヨー ゼ フ ・ク ラ イ ナー）

　 １３：００　 鈴木 　 智 夫 「近 代 中国 に おけ る 企

　 　 　 　 業経 営一 無 錫 財 閥 『栄 家 企 業 』 の

　 　 　 　 研究 」

　 １４：００ 討 論

　 １５；１５ 重松 伸 司 「東 南 ア ジア に お け る

　 　 　 　 印僑 の活 動 と その 特質 」

　 １６：１５ 討 論

３月 ２３日 （日）　 （求 是 荘 ）

セ ッシ ョ ン１０ （座 長 　ハ ル ミ ・ベ フ）

　 １０：００ 石 森 秀 三 「物 見 遊 山 の 比較 文 明

　 　 　 　 学」

　 １１：００ 討 論

総 括 討 論 （座 長 　端 　 　 信 行 ）

　 １３：３０　 総括 討論

　 １５：１５ 総括 討論

　 １６：３０　ワー ク シ ョ ップ

　 １７：００　 閉 会 式

３ノ目２４日 （月 ）　 ホ テ ル レー ク ビワ

　 １０：００ 解 散



彙 報

海外における研究 ・調査 ・収集活動

　氏 名 　　 官 　職 　 　　 出 発 　 帰 国 　 　 　 行 　 先

江 ロ ー久 助教授 （第三研究部）　 ６１．１．１３　 ６１．３．１３　 カメルーン，フランス

石毛 直道　助教授 （第四研究部）　 ６１．１・２０　 ６１．２．１２　 インドネシア

藤井　知昭　教　授 （第二研究部）　 ６１．１・２１　 ６１．２・４　　フランス，ハ ンガ リー，インド

須藤 健一　助教授 （第一研究部）　 ６１．１．２６　 ６１．２．２０　　ミクロネシア連邦，ベラウ共和

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 国，アメリカ合衆国

梅棹　忠夫　館　長　　　　　　　　６１．２．・１５　 ６１．３．１　 中国

大森　康宏　助教授 （第三研究部）　 ６１．３．８　 ６１．３．３０　 アメリカ合衆国，フランス，イ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 タリア

来 館 者 抄

１月２１日　Ｈａｎｓ　ＵＲｓｌＮＧ　（スウェーデン，

　 　　　 Ｐｒｅｓｉｄｅｎｔ　ａｎｄ　Ｃｈｉｅｆ　］Ｅｘｅｃｕｔｉｖｅ

　 　　　 Ｏｆｆｉｃｅｒ，　Ｅｍｐｌｏｙｍｅｎｔ　Ｓｅｃｕｒｉｔｙ

　 　　　 Ｃｏｕｎｃｉｌ）

　 　　　 Ｂｅｎｇｔ・Ａｒｎｅ　ＶＥＤＩＮ （スウェーデ

　 　　　 ン，Ｒｅｓｅａｒｃｈ　Ｐｒｏｇｒａｍｍｅ　Ｄｉｒｅｃ・

　 　　　 ｔｏｒ，　Ｂｕｓｉｎｅｓｓ＆ Ｓｏｃｉａｌ　Ｒｅｓｅａｒｃｈ

　 　　　 Ｉｎｓｔｉｔｕｔｅ）

　 　　　 Ｂａｒｂｒｏ　ＵＲＳＩＮＧ （スウェーデ ン，

　 　　　 Ｄｉｒｅｃｔｏｒ，　Ｗｈｏｌｅｓａｌｅ　Ｓｗｅｄｉｓｈ　Ａｐ－

　 　　　 ｐａｒｅｌ　Ｃｈａｉｎ）

　 　　　 中国，雲南民族学院及び雲南省民

　 　　　 族研究所一行

　 　　　　 黄　恵　燥 （雲南省民族学院副

　 　　　　 院長，中国民族学会副会長）

　 　　　　 王 叔 武 （雲南省民族研究所

　 　　　　 長，国家民族事務委員会委員）

　 　　　　 王 敬 驕 （雲南省民族研究所

　 　　　　 副所長）

　 　　　　 劉　　　剛 （雲南省民族研究所

　 　　　　 助教）

　 　　　 山本英治 （東京女子大学教授）

１月３０日　Ｒｏｇｅｒ　Ｅｓｓｅｘ　Ｂｕｒｃｈａｌｌ　ＰＥＲＥＮ（ニ

　 　　　 ュージーランド大使館特命全権大

　 　　　 使）

　 　　　 金原　　勲 （世界子供美術博物館

　 　　　 副館長補佐）

２月 １日　天城　　勲 （放送教育センター所

　 　　　 長）

　 　　　 Ａｂｄｕｒｒａｈｍａｎ　ＷＡＨＩＤ 夫妻 （イ

　 　　　 ンドネシア，ウラマー協議会議長

　 　　　 団メンバー）

　 　　　 中村　光男 （千葉大学文学部教

　 　　　 授）

２月 ７日　椹　宗　複 （韓国，韓国文教部社

　 　　　 会職業教育局長）

　 　　　 姜　寅　秀 （韓国，韓国文教部国

　　　　 際交流担当補佐）

２月１５日　中国現代国際関係研究所代表団

　　　　　 昊 学 文 （現代国際関係研究

　　　　　 所顧問）

　　　　　 刻 　 　頴 （現代国際関係研究

　　　　　 所研究員）

　　　　　 銭　建　南 （現代国際関係研究

　　　　　 所研究員）

　　　　　 甘 愛 蘭 （現代国際関係研究

　　　　　 所研究員）

２、目２０日　中山　賀博 （青山学院大学国際政

　　　　 治経済学部国際政治学科教授）

　　　　 Ａｎｔｏｉｎｅ　Ｄ’ｌｏＲＩｏ　（カナダ，　Ｒｅｃ・

　　　　 ｔｏｒ，　Ｕｎｉｖｅｒｓｉｔｙ　ｏｆ　Ｏｔｔａｗａ）

２月２７日　塚越つた子 （東京大学社会科学研

　　　　 究所助手）

　　　　 国安 　 寛 （秋田県立博物館副館

　　　　 長）

３、月３日　Ｐａｔｒｉｃｉａ　ＢｏｖＥＹ（カナダ，グレー

　　　　　ターヴィク トリア美術館長）

３月 ４日　キスターノブ （ソビエ ト社会主義

　　　　 共和国連邦，在日大阪総領事館副

　　　　　領事）

　　　　　Ａ．Ｖ．シュース トフ（ソビエ ト社会

　　　　 主義共和国連邦，在日札幌総領事

　　　　　館副領事）

３月６日 Ｆｒａｎｃｉｓｃｏ　ＳＥＲＲＡＮｏ－ＤＩＡｚ（メキ

　　　　　シコ，Ａｄｖｉｓｅｒ　ｔｏ　ｔｈｅ　Ｇｅｎｅｒａｌ　Ｄｉ－

　　　　　ｒｅｃｔｏｒ，　Ｎａｔｉｏｎａｌ　Ｉｎｓｔｉｔｕｔｅ　ｏｆ　Ｆｉｎｅ

　　　　　Ａｒｔｓ）

３ノ目１０日　Ｇａｒｔｈ　Ｒ・ＢｏｏＭＥＲ（オース トラリ

　　　　　ア，　Ｃｈａｉｒｍａｎ，　Ｃｏｍｍｏｎｗｅａｌｔｈ

　　　　　Ｓｃｈｏｏｌｓ　Ｃｏｍｍｉｓｓｉｏｎ）

３月１１日　西 ドイツ，カールスルー工市視察

　　　　　団代表

　　　　　Ｄｒ。　ＨＥＣＫ （カールスルー工市文

　　　　　化事業局長）

　　　　　Ｍａｔｔｈｉａｓ　ＬＡＵＫ （ホログラフィ・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　３４９



　　　　 映像ニューメディア ・ミュージァ

　　　　 ム館長）

　　　　 Ｍｒｓ．　ＧＩＥＬｏｗ （カールスルー工市

　　　　 評議会委員）

　　　　 Ｍｒｓ．　ＲＩＮＧＥＬＭＡＮＮ （カールスル

　　　　 ー工市評議会委員）

　　　　 Ｍｒ．　ＫＥＳＳＥＬ （カールスルー工市

　　　　 評議会委員）

　　　　 Ｄｒ．　ＶＯＧＥＬ（カールスルー工市評

　　　　 議会委員）

　　　　 Ｍｒ．　ＧＲＩＭＭ（カールスルー工市評

　　　　 議会委員）

　　　　 Ｍｒ．　ＦＵＮＫ（カールスルー工大学経

　　　　 済計画学教授）

　　　　 Ｍｒ．　ＤＥＵＳＳＥＮ　 （カールスルー工

　　　　 大学学長）

　　　　 Ｍｒ．　ＲＥＩＣＨＥＲＴ（新 コミュニケー

　　　　 ション・メディア・センター所長）

　　　　 Ｄｒ．　ＫＮＯＲＲ（バーデン・ビュルテ

　　　　　ンベルグ州科学芸術省次官）

　　　　 Ｐｅｔｅｒ　ＺＥＣ （ホログラフィ ・映像

　　　　 ニューメディア ・ミュージアム学

　　　　 芸員）

３月１３日　王　福　祥 （中国，北京外国語学

　　　　 院長）

３月１５日　杉山ひとみ （町田市立博物館主

　　　　 事）

３月１７日　佐藤　岱生 （通産省工業技術院地

　　　　 質調査所地質情報解析室主任研究

　　　　 官）

３月１８日　呉　紫　彦 （中国，広州大学長，

　　　　 広州市人民政府副秘書長）

　　　　 黄 仁 章 （中国，広州中在外国

　　　　 機構服務姑靖長）

３月２０日　アルベル ト・ロソヤ （メキシコ，

　　　　 メキシコ外務省局長）

　　　　　ミケル ・アンフェル ・フェルナン

　　　　 デス （メキシコ，国立人類学 ・歴

　　　　 史学研究所）　 竪

　　　　 ファン・ヤデウン（メキシコ，国立

　　　　 人類学 ・歴史学研究所）

　　　　 セルヒオ・モンテロウ（メキシコ，

　　　　 国立人類学 ・歴史学研究所）

３５０

国立民族学博物館研究報告　 １１巻１号

　 　 　 　 セ ル ヒオ ・ゴ ンサ レス ・ガ ル ペ ス

　 　 　 　 大使 夫 妻 （在 京 メ キ シコ大 使 館 ）

　 　 　 　 ハ イ メ ル ・ヌア ラル ト （在 京 メキ

　 　 　 　 シ コ大 使 館 文 化 参事 官 ）

３、目２２日 　Ａｌｄｉｎａ　ＮｕＴＴ （リ ヒテ ンシ ュ タイ

　 　 　 　 　ン王 国， リヒテ ン シュ タ イ ン王 国

　 　 　 　 儀 典 長 ）

３月 ２５日 何 耀 華 （中 国 ，雲 南 大 学 教

　 　 　 　 授）

　 　 　 　 李 　 紹 　 明 （中 国 ，西 南 民 族 学研

　 　 　 　 究 学 会 理 事 長 ）

　 　 　 　 高 立 士 （中 国 ，雲 南 省 民族 研

　 　 　 　 究 所 弁 公 室 主 任 ）

　 　 　 　 中 国文 化 部 訪 日代 表 団

　 　 　 　 　 張 　敏 　 贅 （文 化 部 総 合 研究 処

　 　 　 　 　 処 長 ）

　 　 　 　 　 呉 煕 華 （ア ジ ア処 副 処 長 ）

　 　 　 　 　 馬 秀 芳 （交 際処 副 処 長 ）

　 　 　 　 　 劉 世 昌 （対 外宣 伝 処 二 等書

　 　 　 　 　 記 官 ）

　 　 　 　 　 石 永 蓄 （アジ ア処 通 訳 ）

　 　 　 　 柴 桂 銘 （中 国 ，新 彊 ウ イ グル

　 　 　 　 自治 区文 化 副 庁 長 ）

　 　 　 　 韓 　 　 　翔 （中 国 ，新 彊 ウ イ グ

　 　 　 　 ル 自治 区文 化 庁 文 物処 副 処 長 助 理

　 　 　 　 研 究 員）

　 　 　 　 王 経 杢 （中国 ，新 彊 ウ イ グル

　 　 　 　 　自治 区文 化 庁 ）

　 　 　 　 沙 　比 　提 （中国 ，新 彊 ウ イ グル

　 　 　 　 自治 区博 物 館 長 ）

３月 ２９日　 Ｒｉｃａｒｄ◎ Ｍ ・ＬＡＮＴＩｃＡＮ　 （フ ィ リ

　 　 　 　 　ピ ン， Ｄｉｒｅｃｔｏｒ　ｏｆ　Ｒｅｓｅａｒｃｈ　Ｕｎｉ－

　 　 　 　 ｖｅｒｓｉｔｙ　ｏｆ　ｔｈｅ　Ｐｈｉｌｉｐｐｉｎｅｓ　ａｔ　Ｌｏｓ

　 　 　 　 Ｂａ五〇ｓ　Ｃｏｌｌｏｇｅ，　Ｌａｇｕｎａ）

　 　 　 　 Ｔｈｅｌｍａｓ　Ｓ．　ＰＡＬＩｓ （フィ リ ピ ン，

　 　 　 　 Ｏｆ丘ｃｅ　ｏｆ　ｔｈｅ　Ｄｉｒｅｃｔｏｒ　ｏｆ　Ｒｅｓｅａｒ－

　 　 　 　 ｃｈ　Ｕｎｉｖｅｒｓｉｔｙ　ｏｆ　ｔｈｅ　Ｐｈｉｌｉｐｐｉｎｅｓ

　 　 　 　 ａｔ　Ｌｏｓ　Ｂａｆｉｏｓ　Ｃｏｌｌｏｇｅ，　Ｌａｇｕｎａ），

　 　 　 　 Ｆｌｏｒｄｅｌｉｚａ　Ｓ．　Ｍ ＥＬＥＮＤＥｚ （フ ィ リ

　 　 　 　 　ピ ン，　 Ｃｈｉｅｆ　Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ　Ｓｃｉ・

　 　 　 　 ｅｎｃｅ　Ｒｅｌａｔｉｏｎｓ　Ｄｉｖｉｓｉｏｎ　Ｓｐｅｃｉａｌ

　 　 　 　 Ｐｒｏｊｅｃｔｓ　Ｓｅｒｖｉｃｅ）



国立民族学博物館研究報告寄稿要項

１．国立民族学博物館研究報告は，民族学 （文化人類学）に関する論文，資料 ・研究ノー ト，調

査研究活動報告等を掲載 ・発表することにより，民族学 （文化人類学）の発展に寄与するもの

である。

２．国立民族学博物館研究報告に寄稿することができる者は，次のとおりとする。

（１） 国立民族学博物館 （以下 「本館」という。）の教官 （客員教授等を含む。）及び本館の組織，

　 運営に関与する者

（２）本館が受け入れた各種研究員及び研究協力者

（３） その他本館において適当と認めた者

３．原稿を寄稿する場合は，論文，資料 ・研究ノー ト，調査研究活動報告等のうち，いずれであ

るかをその表紙に明記するものとする。なお，この区分についての最終的な調整は，国立民族

学博物館研究報告編集委員会 （以下 「編集委員会」という。）において行う。（編集する場合は，

原則として論文及び資料 ・研究ノー トを１段組 その他のものを２段組として取り扱う。）

４．原稿執筆における使用言語は，日本語，英語，フランス語，スペイン語，ロシア語，中国語

及び ドイツ語のうちいずれを用いても差し支えない。ただし，その他の言語を用いる場合は，

編集委員会に相談するものとする。

５．特殊な文字，記号，印刷方法等が必要な場合は，編集委員会に相談するものとする。

６．寄稿する原稿が論文で，日本語を使用する場合は，原則として英文により５００語程度の要旨

を付けるものとし，その他の言語による論文の場合は，編集委員会に相談するものとする。な

お，寄稿する原稿については，執筆者名のローマ字表記及び原稿表題の英文を付記しなければ

　ならない。

７．寄稿する原稿の枚数は，原則として制限 しない。ただし，編集する場合は編集委員会の判断

　により，紙数等の関係から分割 して掲載することがある。

８．寄稿する原稿は，必ず清書 （欧文の場合はタイプ） し，原稿の写 し１部を添付するものとす

　る。なお，図，表のス ミ入れ，レタ リングは，編集委員会で処理する。

９．寄稿された原稿は，審査委員会において審査のうえ，採否を決定する。なお，原稿は，採否

　にかかわらず原則として返却 しない。

１０．稿料の支払い，掲載料の徴収は行わない。

１１．原稿の執筆に当っては，別に定める 「国立民族学博物館研究報告執筆要領」による。

１２．原稿の寄稿先及び連絡先は，次のとおりとする。

　　　 〒５６５ 大阪府吹田市千里　万博公園１０－１

　　　　　　 国立民族学博物館内

　　　　　　 国立民族学博物館研究報告編集委員会 （電話 代表 ０６－８７６－２１５１）
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国立民族学博物館研究報告執筆要領

１・原稿は，２００字詰原稿用紙を使用し，横書きとする。

２．原稿はｓ図，表を除き，原則として黒インクを使用する。

３．日本語を使用 して執筆する場合は，原則として当用漢字，現代かなつかいを用いる。

４．句読点，括弧，各種記号等は，原則として原稿用紙のマス目１字分の扱いをする。

５．原稿中の年号，月日及びその他の数字は，原則としてアラビア数字を用いる。なお，年号は，

　原則として西暦とする。

６．図及び表は，一図，一表ごとに別紙に書き，本文とは別に一括 して添付するものとする。な

　お，図，表 ごとに通し番号 （「図 １」，「表 １」等の要領により記入），図，表名及び説明並びに

　出典等を記し，本文原稿の欄外には，それぞれのそう入箇所を指定するものとする。

７．写真は，写 りの明瞭なもので，手札判以上の大きさに焼き付けたものに限り，図及び表の扱

　いに準 じて通 し番号，説明を付けたうえ，そう入箇所を指定するものとする。ただし，カラー

写真は，原則として受け付けない。

８．本文又は脚注において文献を指示する場合は，カギ括弧を付け，著者名，文献刊行年次，引

　用ページ数の順に下記の例に従って記載する。

　　［柳田 １９４２：６７－６９］

　　［Ｌｅａｃｈ　１９６１：１２３］

　　［柳田 １９４２：６７－６９，１９４４：２０－２２；Ｌｅａｃｈ　１９６１：１２３］

　ただ し，同年次刊行物の場合は，アルファベット順により，下記のように記載するものとする。

　　［柳田 １９４２ａ：２０－２２］［柳田 １９４２ｂ：１０］

９．脚注は，一つ一一一一つ別紙に記 し，通し番号を付ける。なお，本文中に脚注をそう入する箇所に

　は，脚注の当該番号を記入し，別紙の脚注には，本文のページ数を明記するものとする。

１０．本文及び脚注において参照した文献は，すべて原稿の末尾にまとめて下記の方法により記入

　する。

（１） 文献の配列は，著者名のアルファベット順とすること。

　（２） 文献の記載は，ｉ著者名，年号，論題 （タイトル），誌名，巻，号，出版社名の順とすること。

　　欧文の雑誌名及び単行本名は，イタ リック体にするため，原稿には下線を引くこと。また，

　　ローマ字人名は，スモール ・キャピタルとするため，二重下線を引き，日本文の場合は，論

　　題にカギ括弧，雑誌名及び単行本名に二重のカギ括弧を付けること。雑誌の巻数及び号数は，

　　原則としてアラビア数字を用いること。

　　（例）

　　　論文の場合　（１）

　　　　石田英一郎

　　　　　　１９４８　「文化史的民族学成立の基本問題」『民族学研究』　１３（４）：３１１－３３０。

Bohannan, P. 

   1973 Rethinking Culture: A Project for Current  Anthropologist. Current 

       Anthropology  14(4): 357-372.

論文の場合　（２）

　杉浦 健一

　　　１９４２　「民間信仰の話」柳田国男編 『日本民俗学研究』岩波書店，ｐｐ．１１７－１４３。
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Leach, Edmund 

   1964 Anthropological Aspects of Language:  Animal Categories and Verbal Abuse. 

        In Eric H. Lennenberg (ed.), New Directions in the Study of Language, 

         The M. I. T. Press, pp. 23-63.

単行本の場合

　泉　　靖一

　　　１９６６ 『文明をもった生物』　日本放送出版協会。

Murdock, George P. (ed.) 

   1960 Social Structure in Southeast Asia. Viking Fund Publications in  Anthro-

         Polon,- No. 29. Wenner-Gren Foundation for Anthropological Research, Inc.

翻訳書の場合

　エ リアーデ，Ｍ。

　　　１９７４ 『シャーマニズム　　古代的エクスタシー技術　　』 堀一郎訳　冬樹社。

van Gennep, Arnold 

   1960 The Rites of Passage. M. B. Vizedom and G. L.  Caffee, trans., The Uni-

        versity of Chicago Press.
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